
社会資本総合整備計画

交付対象

当初現況値
(H24当初)

滑川市の地域防災計画に避難場所として位置づけられる都市公園であり、津波災害時における想定地区の

避難人口一人当たりの避難面積 5.7㎡/人

交付対象事業

全体事業費

H24 H25 H26 H27 H28 （百万円）

1-A-1 公園 一般 滑川市 直接 滑川市 647

合計 647

全体事業費

H24 H25 H26 H27 H28 （百万円）

合計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

全体事業費

H24 H25 H26 H27 H28 （百万円）
1-C-1 施設整備 一般 滑川市 直接 滑川市 161

合計 161

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考
1-C-1

19.9
効果促進事業費の割合
C／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

市町村名

滑川市スポーツ・健康の森公園（1-A-1）と一体的に整備する事により、ヘリポート機能を持たせたり、資材置き場や、ガレキ置き場として活用することが期待される。

161百万円

事業実施期間（年度）
事業者

要素となる事業名
（事業箇所）

直接
間接

市町村名

市町村名

滑川市

交付
対象

事業
種別

地域
種別

事業者

多目的広場、運動広場、A=5.6ha

(H28末)

番号
事業
種別

全体事業費

Ａ　都市公園等事業

中間目標値 最終目標値

都市公園事業（滑川市スポーツ・健康の森公園）

要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
（延長・面積等）

計画の名称

計画の目標

計画の成果目標　（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

計画の期間
防災機能向上により安心して暮らせる都市公園整備

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

9.8㎡/人 9.8㎡/人

808百万円 Ｂ 0百万円 C

定量的指標の現況値及び目標値

(H25末)

備考

合計

平成24年度～平成28年度（5年間） 滑川市

本公園は市中心部に位置し、市街地に隣接しており、津波災害時の避難場所及び防災拠点としての機能の強化を図るとともに、周辺の施設と連携した災害時における医療の支援や、
自衛隊等の支援隊のベースキャンプとなる拠点施設として整備を推進する。
市指定避難場所としての機能を強化、安全確保が可能な公園、緑地の整備に努める。

滑川市において、災害時の避難場所に位置づけられる都市公園の面積を増加し、避難人口一人当たりの面積を増大させる。

備考

事業実施期間（年度）
備考

647百万円

事業内容
（延長・面積等）

直接
間接

Ａ

備考

％

事業実施期間（年度）

地域
種別

交付
対象

Ｂ　関連社会資本整備事業

番号

直接
間接

Ｃ　効果促進事業
地域
種別

番号
事業
種別

駐車場整備、橋梁整備、A=2.9ha

交付
対象

事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
（延長・面積等）

滑川市 公園周辺施設整備事業（公園周辺）



※交付対象事業については、できるだけ個別に記載すること。
2,事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

Ⅱ定量的指標の達成状況 最終目標値 ９．８㎡/人
指標：
避難面積の増大

最終実施値 ９．８㎡/人

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の ・総合公園として各種イベント開催による集客効果や地区の防災訓練や消防訓練が行われ、市民への防災意識が向上した。
発現状況（必要に応じて記述）

3.特記事項（今後の方針等）

・今後も引き続き周辺施設との連携を強化し各種支援の拡大を進めるとともに、防災拠点としてのさらなる機能強化を図る。
・交付金等を活用し安全な避難場所の確保や公園利用者の利便性を図る。

目標値と実績値
に差が出た要
因

・指標：非難場所として位置づけられる都市公園を整備し、避難人口１人当たりの面積の増大が図れた。
　また、本市として防災機能や周辺施設との連携が強化され災害時の拠点作りができた。


